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言語文化学科のフィールドワーク教育

毛毛語茶園で中国語力を磨こう

言語文化学科張 盛 開

1 概要

毛毛語茶園は静岡大学での中国語初修者のための中国語コミュニケーションコーナーである。主な活動

は週一回の開固と年一回の横浜漢語角との交流及び静大フェスティパノレでの展示会で、ある。「毛毛語 (yu)

茶園」 とは茶畑に降りかかる「毛毛雨 (yu)J (霧雨)で茶の葉が少しずつ成長していくことに因んで、学

生の中国語力が茶園での甘露のおかげで、少しずつ上達することを意味している。茶の名産地静岡と茶の

発祥地中国との関連も念頭に、長年静岡大学にて中国語教育に携わっている金小賢先生が命名したもので

ある。2016年度の活動と今後の課題について以下に述べる。

2 運営

2.1. 恒例の行事

恒例の行事は三つある。一つ目は常設の茶園である。毎週月曜日、昼休み 12: 00-12・40に開園し、中

国人留学生が三人以上在室している。今年度は進行を基本的に留学生に任せる方針を採っている。前半は

中国の料理、漢詩などの主題で、留学生が用意した資料‘について勉強するo 後半は自由な会話の時間であ

る。留学生は発音チェックをし、会話練習のパー トナーを務める。一年間で合わせてお 回 (前期、後期そ

れぞれ 14回ずつ)開園 し、日本人学生、 市民聴講生、留学生などが来園し、来園者数述べ282名。

三つ目は横浜漢語角メンバーとの交流会である。7月 10日毛毛語茶園のメンバーのうち、有志 11名が

横浜漢語角(同じく 中国語コミュニケーションコ}ナー)第 122回に参加 し、 中国語、中国について語

り合い、交流を行ってきた。社会人の積極的な学習姿勢に刺激され、学生たちも奮って中国語を使った。

三つ目は学園祭での展示である。11月 19，20日、静大フェスティパルにて毛毛語茶園の展示会をした。

中国語学習教材、中国のお茶、中国留学、伝統的な中国衣装(漢服)などを展示し、毛毛語茶園の活動や

中国文化を紹介した。ご来場いただいた方には温かい中国茶でもてな し、中国文化に直接触れていただい

た。 2日問、約 200名の方が来園。

2.2 新しい試み

今年度の初めての試みは三つある。 一つは、授業との共催で、 中国語教育法履修学生の実践の場として

提供し、 毛毛語茶園でそれぞれ一回ミニ講義をしていただいた。もう一つの試みは静岡空港でのフィール

ドワークである。その内容は静岡にきた中国人観光客へのインタビューで、ある。

2.2.1 授業との共催

中国語教育法履修者三名は①「漫画を通して学ぶ日中オノマ トベ」、 ②「歌詞からみる日 中の言語や文化

の差異J、③「中国語のなぞなぞ、を当ててみようJというタイトルで、それぞれ充実した内容で、グ、ループワ

ークを経てのミニ講義をした。写真から見てもわかるように参加者一同楽しく参加する ことができた。
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2.2.2 静岡空港でのインタビュー調査

10月 22日(金)、毛毛語茶園のイベントとして、静岡空港にて中国人観光客を対象にインタビューを行

った。静岡大学の学生(市民聴講生を含む 18名)が参加し、静岡を出国する中国人観光客を約 20名イン

タビューした。参加学生は日本人学生と留学生で、グ、ループを組み、初の中国人インタピユ}に臨んだ。皆

さんは観光客から静岡に対する生の声を聞くことができて、それぞ、れの形で収穫があったようである。

一部の参加者の感想(日本語は日本人学生、中国語は留学生から): 

〉 最初は初対面の人に話しかけるという点で先ず苦労しました。 でも

グ、ループのメンバーと協力しあいながらインタビューができて良か

ったです。

》 留学生と日本人学生が協力して、学生中心となってアンケートを作

成し、実際に空港でインタビ、ューするというのは、普段学校で、座って

授業を受けているだけでは得られない経験でした。ぜひ来年以降も続

けていって欲しいと思います!

);> 1番の収穫は、中国人観光客の方々の生の芦を聞くことができたこと

です。 お話しを伺う中で、中国人の方から見た静岡の街の良さにつ

いても気づかされました。 この活動を通して、自分の街と中国の良

さを改めて発見し、さらに好きになりました。

》 最大的感触就是主且員イf]一起方同一ノト目祢而奇斗。 希望返ノト活功持接

下去越来越成熟!

》 中国人対静岡市的if1fr也社我感受到日本同中国的差昇。希望両国能互

相取*ネ卜短，中日之間的文化交流更頻繁更JI願利。也希望熱愛中文的同

学能利用中文充分友揮自身扮値，成方中日文化交流的耕梁。

2.2.3 拡大交流会

中国の春節が近い l月 23日、第23期開園日に拡大交流会を開催した。

当日はアツアツの中国茶と中華ランチを頂きながら、中国のなぞなぞを考

え、中国からのゲス トが三名、中国語の全教員、と英語、スペイン語の教員

にも参加していただき、いつもの毛毛語茶園を多くの方に体験していただ、

いた。更に今後の毛毛語茶園のグローパノレ化についても語り合うことがで

きた。

3 教育効果

恒例の行事も今年度の初の試みの成果も、どちらから見ても予想していた効果が出たといえる。 思った

通りに、学生それぞれ自分なりに楽しみながら学んだことも多かった。 開園日にいつも同じ相手と自由会

話ができたので、日本人と留学生の交流を深めることができた。フィールドワークでは留学生と日本人学

生がグ、ループを組んで、行動していたので、それぞ、れ協力性を磨くことができた。大学から外へ出て行くこ

とによって、横浜、静岡空港などでは予想以上に大学の宣伝ができた。静大フェスティパルで、l土地域の方

が多く来場し、 一般人向けに大学や自分の学びを紹介することを通して、地域の方との交流も深めた。

4 今後の課題

留学生も日本人学生と毎週交流ができて、 日本のことをいろいろ勉強できたという人が何人かいた。更

にこれからも常時日本人学生と交流したい留学生が多かった。 一方で学園祭を機に、日本人学生の来園者

が一気に減っている。 その原因を見つけ出し、来年度から改善 していく必要がある。
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